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それは何も当該の人に話したりはしていません

けれど、そういう用地はあるのだから、だから

スタートをもう一遍やり直さないかという意味

で申し上げてるんです。ここはちょっと残念で

すけれど、これ以上つまらないと思います。 

 もう一つ、通告をしておりますから、これに

ついてお伺いをしたいと思いますが、清水保育

園の今度は跡の問題なんです。いただきました

資料を見ても、清水町の地域の役員の人たちに

説明会をしたなどの経過はありました。しかし、

具体的にあそこをこういうふうにだれが、こう

いう計画でこういうふうに使いたいなんていう

具体的なもの何もなかったんです。そこはどう

なるんですか。あそこはどうしようとなされて

いるのかというのが一つなんです。そこは子育

て支援課長、いかがですか。 

○佐々木謙二委員長 種村正一子育て支援課長。 

○種村正一子育て支援課長 お答えします。 

 地区の役員の方から地区の子供たちの育生を

図るために学童クラブを取り組んでみたいとい

うふうなご相談をいただいております。 

 長井小学校の学童クラブの現状ですけども、

144名で、長井小学校で３クラス、90名以上の

お子さんが今、学童クラブで活動されておりま

す。長井小学校の学童クラブが大分マンモス化

しておりますので、子供たちの安全確保、ある

いは情緒の安定を図るためにも地域の方に取り

組んでいただければというふうに考えておりま

す。 

○佐々木謙二委員長 13番、髙橋孝夫委員。 

○１３番 髙橋孝夫委員 そのことで私はどうこ

う言うつもりはありません。そういうことで使

っていただけるなら使っていただくというふう

にしていいと思います。 

 ただ、私、市長にお伺いしますけれども、あ

そこ３年前からもうフェンスが壊れたまんま放

置なんですよ。いいんですか、このまんまでっ

てずっと言ってきたんだけど、直らないんです

よ。これ早急に私は手だてをしていかなきゃ、

もう事故があった場合に大変なことになるとい

うふうに思っております。今後、何に使うかは

別にしても、もう手をかけなきゃいけないと思

う。 

 ことしの秋の運動会ぐらいまで何か手だてを

とっていただけませんか。あのまんまではとに

かくだめです。なくすんならなくすでいいです

から。そういうことも含めて私はやっていただ

きたいと思いますが、そこだけお聞きをして。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 昨年、私も現場の方を見まして、

ことし見ておりませんが、なお、来年、今年度

中に建てるということで、最小限のやり方で安

全を確保していたと思いますが、今年度中も秋

までは使うわけですから、最低限。ぜひそこを

しっかりともう一度検討しながら、安全策をと

るようにしたいと思います。 

○１３番 髙橋孝夫委員 ありがとうございまし

た。 

 

 

 江口忠博委員の総括質疑 

 

 

○佐々木謙二委員長 次に、順位３番、議席番号

３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 この４月に議員に当選さ

せていただきまして、以前やりました一般質問、

非常に緊張をいたしました。原稿を読むという

のも私はなれておりませんで、汗だくで原稿を

読みながらの質問をさせていただきまして、き

ょうは総括質疑ということで、午前中から先輩

議員の質疑の内容をお聞かせいただいてますと、

さすがだなと、ああ、議論というのはこういう

ことを、こんなふうな観点からするものなのか

ということを改めて感じた次第なんです。今ま

では傍聴席の方から時々この委員会の質疑やら
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傍聴させていただきましたが、いざこの場に立

たせていただきますと、やっぱりそれなりの緊

張感はあるものでございますが、きょうの私の

質問は、市長が施政方針の中でも述べられてお

ります言葉を少し引用させていただきながら、

これからの長井の町、将来の町のあり方、形と

いうものをちょっと私なりの私見も交えながら

述べさせていただいて、それに対してのお考え

等々もお聞かせ願いたいなと、そんな形でして

いきたいと思っております。 

 通告しております内容を順番に沿って申し上

げますけども、中では時々私も上下いろいろ錯

綜することもあるかもしれませんが、その辺少

しお許しいただきたいと思います。 

 まず、長井の場合は人口減少、これは全国ど

この市町村でもそうなんでありましょうが、人

口減少が伴っておることの不安、未来への不安

ということが慢性的になっているわけですが、

市長も３万人の復活をこれから進めていくのだ

と、そういうお気持ちも以前からお持ちで、施

政方針の中にもうたわれております。 

 やっぱり人口が減っていくというのは地域の

疲弊が待ったなし、地域が消滅するということ

にも結果的にはなるわけでありますので、人口

の確保ということが私は何よりも大きな課題で

あると思うのですが、施政方針でも述べられて

おられますが、人が住みたくなる要素が長井に

はたくさんあるのだということを述べられてお

ります。そこのところをもう少し具体的なこと

をお上げいただければ幸いだと思うんですが、

お示しいただけますでしょうか。人が住みたく

なる要素。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 さまざまな視点から考え方があ

りますので、これは本当にその人の立場立場で

考え方が違うと思います。ただ、私が市長とし

て最大多数で申し上げますと、やはり一番市民

の関心のあるのは働く場があること。雇用だと

いうふうに思っております。それがまず第一で、

それ以外に例えば住環境にすぐれてるとか、あ

るいはいい教育が受けられる、あるいは医療・

福祉・介護の体制が整ってる、そして子育て、

安心してできる、そういったことなどもありま

すし、さらには例えば非常に自然が豊かなわけ

ですから、そういった自然を満喫できるとか、

あるいは芸術文化とか、そういった自分の生き

がいを持ちながら、自分なりに生活できる、そ

ういう町がやはり一番すぐれてるというふうに

思っております。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 どこの自治体でもそれは

必須要件でありましょうけども、今、全国１億

2,000万ちょっとの人口でございますが、実は

この人口を各自治体で奪い合ってるわけですね。

そのときにこの長井が持っている特性というも

のをどうとらえて、どうＰＲしていくかという

ことがないと、なかなか人口の増加には難しい

のかなというような気もするんでありますが、

働く場、雇用の場ということは経済ということ

でありましょうが、経済は手段でありまして、

目的というのはやっぱり私は長井を見たときに

は命をつなげるところだと、私はこう確信して

いるんです。豊かな水と3,000町歩とも言われ

る耕作地、あと森林の面積もそうですが、後で

もう少しこの辺は触れますけども、命つなげる

土地として、私はこの長井がこれから立ってい

かなければいけない、例えば大都会と比べまし

ても、命つなげる要素というのは長井の方がず

っと持ってると思っておりますんで、後で少し

触れますが。 

 ちょっと２番目の質問に移りますが、施政方

針の中でも述べられておりますが、観光につい

て、交流人口ということなんでありましょう。

について述べられております。人口をふやすに

は定住人口とともに交流人口の増加を考える必

要があり、中略しますけども、豊富な人脈を生
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かした販路開拓、観光誘致など、産業振興の面

での展開も図っていくということを述べられて

おられました。 

 全国すべての自治体には観光課まではなくて

も観光係であるとか観光振興に関したセクショ

ンがあります。私は以前からこのことに関しま

しては、すべて金太郎あめ方式でありまして、

例えば小さな山村に伺いますと、この村の売り

は何んですかとお聞きしますと、大体豊かな自

然とおいしい空気と水があるということをおっ

しゃる。日本全国７割が山間地ですから、ほと

んどすべからくみんなそうなんです。そこでど

うやって差別化を図っていくかということが基

本になければ、なかなか観光施策というのは有

効に進めることができないとは思うんですが、

私は観光の後にあるのはすぐにでもやっぱり定

住に向けたアクションだと私は思ってるんです。 

 先ほども申し上げましたが、人口が減っては

どうしようもないんです。そこで観光振興によ

る交流人口の増加策というのは、これは市民の

誇り、私たちの町を見てくれてるという誇りに

もつながるのではありましょうが、やはり観光

施策を充実させるには折に触れ投資が必要であ

ります。お客様、来訪者をあきさせない斬新な

サービスであるとか、投資というのが常に考え

なければいけないのでありますが、大体そこが

頓挫していくのが普通の自治体なんですね。小

さい規模の自治体。頓挫しないのは資本もたく

さん持ってる、財政力豊かな自治体、あるいは

企業が誘致している地域なんだと思います。 

 ここで長井も同じように観光施策をほかの自

治体と同じような目線で持っていったんではや

はり疲弊感が増すであろうということは、私は

容易に想像ができるんだと思っております。で

すから、やっぱり軸足は定住だというところに

私は置くべきだと思ってるんですね。 

 長井のよさは先ほど少し申し上げましたが、

3,000町歩の田畑、そして豊かな水この森林面

積、そして適度に整ったインフラ、まちなかに

いきますと市長がおっしゃっているコンパクト

シティーの様子は、長井は非常に色濃く持って

いると思っています。そういう意味では暮らし

やすい町でありますし、実は私ごとで恐縮です

けども、私がかかわっておりますレインボープ

ラン推進協議会の事務局、現在姓が変わりまし

て、小林さんとおっしゃいますが、彼女は埼玉

からレインボープランのまちづくりに参加をし

たくてＩターンされた。こちらで男性と結婚さ

れて、今お二人目のお子さんを産む準備に入っ

ていると。伊佐沢においても伊佐沢で農業をし

たくて縁つなぎの方なんですが、宮崎から移住

されてこられた。そしてその前に千葉県から女

性の方がやはり伊佐沢で暮らしたいということ

で移住されてこられた。お二人が結婚されて今

子供さんお二人目、お二人いらっしゃいます。

以前商工会議所の会頭、竹田会頭が就域という

言葉を使われました。地域で就職活動、仕事を

探す以前に地域に就くということが大事なんだ

と。地域に就いた人材をどう使いながら、ある

いは人のアイデアをどう導きながら地域が活性

化していくか、地域を活性化させていくかとい

うことがこれからは大事だと。就域という言葉

を、もう今から20数年も前も話でありますが、

当時の会頭さんはおっしゃっておられました。 

 まさに今申し上げた２つの例は、地域に就こ

うして来られた方なんですね。これも縁なんで

す。レインボープランという縁があり、あと伊

佐沢という地域が育てた縁があり、人々がやっ

てくる。そういう例もほかにも多分たくさんあ

ると思うんですが、長井の観光客、長井に訪れ

る観光客の方々にどういう縁つなぎをしなけれ

ばいけないかということは、やはりもてなしの

心でもありましょうけども、長井に住みたくな

る要素、先ほど市長が少しおっしゃってくださ

いましたけども、全国どこでもあるような要素

ではなくて、長井独自の要素というのをこれか
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ら見出していかなければいけないと私は思って

おります。 

 ちょっとお考えをお聞きしたいのですが、一

つ私は残念なことが私の記憶の中にございます。

以前、昭和61年でありましたけども、日本地域

学会の中で韓国の檀国大学校の金教授が発表さ

れた択里志ということばを使われて、長井は世

界で唯一人が暮らすに適しているところなんだ

と、そういうことを学会で発表されました。当

時は私一市民として非常に大きな感動を覚えた

のでありました。世界で唯一の楽土として発表

していただいたということはすごいと。ぜひこ

れを使って長井は変わっていくんだろうなと思

ったんでありました。でもなかなかそこのとこ

ろはアドバルーンも大したアドバルーンも上が

らずに、すぐトーンダウンしてしまったような

気もするんですが、市長、その当時のご記憶

等々も思い出していただきながら、この択里志

の件に関しましてのちょっとご所見がおありで

あればお聞かせください。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私も択里志については、世界の

地理学として、長井のような地形、南開北閉、

西高東低というふうに言ってましたね。そして

西に青龍とかなんとかかんとかというのはいろ

いろあったんですが、その択里志の先生を長井

にお招きして講演していただいたというところ

までは聞いております。しかし、その後、どう

いうことかよくわかりませんが、択里志で言っ

ていただいた長井が本当に人が住むには最適の

場所だというところを余り外にアピールしなか

ったということで、いつの間にか立ち消えにな

った。非常に残念だったなというふうにはその

当時思っておりました。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございました。 

 もう一つ残念なことを私が申し上げてしまい

ますが、前市長、目黒市長さんの時代でありま

したが、バイオマス・ニッポン戦略総合推進会

議というのが農水省、現在の農水省とそれから

環境省であるとか関係府省が合わさってそんな

会議が開かれました。第１回目の会議が、国策

上の会議でありますから、非常に重たい会議で

ありました。その第１回目の会議の資料の中に

既に長井のレインボープランが載っております。

これは全国27例が資料には載せられておりまし

て、そのうちマテリアル関係、つまり資材関係

でいいますと17例、そのうち堆肥化プラントで

ありますとか、堆肥に関係するバイオマス資源

の利用という利活用に関しましては８例でして

そのうちの１件に長井のレインボープランが載

っておるんです。 

 その当時から農水省も含めて非常に長井のレ

インボープランというのは注目をされておりま

した。目黒市長さん、当時の市長さんはアドバ

イザリーグループの一員として国の会議に出席

をされていたことが２回ほどあったと記憶して

おりますが、その中で国がこれから大きくバイ

オマス戦略に舵を切る、今でもそういう考え方

は国では色濃くありますけども、その舵を切る

ときに長井を参考にしていきたいのだという思

いが国にはあったにもかかわらず、それを生か

していただけなかった、長井の政策の中で。非

常に残念に思ったんですね。そうやって外部か

らいろんな評価をいただいているのにもかかわ

らず、当地の行政の施策の中にはそれを歓迎を

して、しかもそれをうまく使いながらマーケッ

トも拡大していこうというところまでのアイデ

アがないと、私はそんな感じがしてたんであり

ますが、ぜひ同じ轍を踏まないようにしていた

だきたいと思うんですが、長井にたくさん今、

評価がきております。その辺、市長のお考えを

お聞きしたいと思いますが。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ただいま江口委員がおっしゃっ

た、せっかく全国27例の中の特に注目される長
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井のレインボープランがあるということで、前

市長がアドバイザーとして委嘱のあったんです

が、それを生かせなかったということは、私も

当時、市議会議員でありましたので、非常にも

ったいないなというふうには思いました。 

 これから、今も発信の仕方にもよるわけです

けども、やはりこの時代の方向性に合った、あ

るいは地域独自のさまざまな取り組み、しかも

今自然エネルギーとか、そういった原子力に代

わるものについてやはり時間をかけて取り組ん

でいかなければいけないような状況になってお

りますんで、そこについてはなかなか私自身は

やはりまだまだ勉強が足りないというふうな部

分でありますので、ぜひ議員の皆様からも、江

口委員からもいろいろご提言なり、いろいろご

指導いただければありがたいというふうに思っ

てます。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 （３）の方に少し話を持っていきたいと思う

んですが、人口の適正規模をどう考えるかとい

うことであります。 

 先ほどの議論の中では、今の上水道の設備は

５万人を想定したということをお聞きしました

けども、今の長井の場合のインフラの普及率で

ありますとか、先ほど来申し上げております耕

作面積であるとか、豊かな水量であるとか、で

もいずれにしても限界はあります、人口の。こ

この地域に10万人暮らせるというふうなことの

保証はない。どこかで私は一線を引くべきだと

思っております。 

 今どうしてもこれまでは大都市、東京とか大

阪とか仙台もそうかもしれませんが、大都市の

従属的な立場としての地域があった。人は吸い

取られ、資源も経済も吸い上げられてしまって

きたような時代が長かったわけですので、その

結果、地域に疲弊感が生まれてきたということ

が事実だとすれば、これからは大都市への従属

的な立場としての地域はもうやめて、かといっ

て大都市からどんどん人が来てくれればもろ手

を挙げておいでおいでということでもなくて、

こちらには適正な人口規模があるのだというこ

との示し方も必要なんだという気がするんであ

ります。長井の場合の人口の適正規模というの

を市長、どんなふうにお考えでしょうか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私は首長としてでありますが、

現在、長井の人口が３万人を切ってるわけです

けれども、その前に市町村合併についての特例

法というのがありまして、西置賜内であるいは

置賜内でいろいろ模索したわけでありますが、

結局合併はならなかったと。 

 その後、国の方では定住自立圏構想という考

え方を出してまいりまして、いわゆる地域主権、

地方分権の一つの新たな形として、その定住自

立圏構想というのがやはり私ども地方自治体と

しても受け入れていかなきゃいけないだろうと。

その要件というのが人口最低４万人という規模

なんです。長井は残念ながらおおむね３万人で

すから、１万人足りないと。そうしますと、定

住自立圏を我々が組めれば、長井を中心として

周りの白鷹、飯豊、小国とか一緒に連携をしな

がらいいまちづくりができるんじゃないかなと

思っております。 

 そんなことから現時点で考えられる長井の適

正規模というのはやはり４万人を目指すべきだ

というふうに思ってます。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございました。 

 後でその定住自立圏構想の規模というのが４

万人という数字の根拠もお聞きしながら、後で

私なりの考えを述べていきたいと思いますけど

も。 

 今、長井市では例えば東京の大田区との交流

であるとか、川崎市の多摩区との交流であると

か、さまざまなところと交流をつなげておりま
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す。縁を結んでいるといってもいいのかもしれ

ません。 

 フラワー都市もありましょうし、姉妹都市も

ございます。こういった縁続きというのをこれ

からはどんどんやっぱり深く、強くしていかな

きゃいけないと思うんですが、これ何か我田引

水で大変恐縮なんでありますが、実は伊佐沢で

４年前から私が提唱して、山形の芸工大の学生

の作品を地域に野外展示をして、美術作品里親

の村という構想も立ち上げて、現在を進行して

おりますが、これは何をか言わんや、縁を委員

会につないでいくか。全国多くの方々と縁をつ

ないで伊佐沢を忘れ得ない土地にしてほしい。

伊佐沢が常に頭の片隅にある、そんなことにな

っていけばいいだろうなという思いでもあるん

ですが、どうしても経済効果というのをすぐね

らいがちでありますが、経済的効果よりも私は

もてなしていただいたとか、優しくしていただ

いたとか、人が人としていつもいつも求めてい

る根源的な欲求というものをきちんと満たして

あげるような縁つながりというところが私は大

事なんだろうと思っております。 

 そういったときに、これまで市が市長のかけ

声の中で取り組んでこられた、先ほど申し上げ

た川崎市多摩区との関係、あるいは大田区との

関係、この辺のこれからの発展系というものも

もし構想でおありでしたらば、ぜひお聞かせく

ださい。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口委員がおっしゃいますよう

に、長井はほかの市町村も同じぐらいの交流は

されてると思うんですが、いわゆる行政間での

姉妹都市、これは国内では結城市、それから国

外ではドイツのバート・ゼッキンゲン市なんで

すが、残念ながら結城市については市民同士の

交流がほとんどないんですね。ですから、かつ

ては議会でも２年に１回行ったり来たりしてた

そうです。私は議員を２期させていただきまし

たが、残念ながらその間に行くチャンスはあり

ませんでしたけども、現在はそういったことも

余り検討されてないですよね。 

 市民同士の交流というのはほとんどないんで

す。ただ、観光のつながりであやめの時期に、

今度の土曜日、結城市から来ていただきます。

あと私どもの方も結城市のお祭りに参加する。

そのぐらいしか交流がないんですね。しかし、

一方でドイツの方は市民同士での交流がありま

すので、これは活発にされてると。 

 ですから、基本はやはり市民同士のつながり

がないとなかなか自治体間の交流というのはう

まくいかないし、もしかしたら余り得るものも

ないのかというふうに思ってます。 

 一方で、ただいま委員からありました大田区

とそれから川崎の例でございますが、川崎につ

いては約20年前ぐらいから平野地区の地区の方

と川崎市の多摩区の商店街の方たちとの交流が

ありまして、直接現川崎の阿部市長との交流も

あったもんですから、ずっと続いております。

しかし、そこからどういうふうに深く進めるか

っていうのがなかなかの課題です。 

 大田区も同じなんですが、実はその交流のこ

ちら、長井としてのねらいは、何か物を売った

りとか向こうに行くとかっていうんじゃなくて、

来ていただいて、お越しいただいて、長井のよ

さをわかってもらって、行く行くは住んでもら

いたいと。あるいはセカンドハウスでいいから

建ててもらって、行ったり来たりしてもらえな

いかなというねらいなんですね。大田区も大田

区については地場産センターの事務所という形

で３年前からしてるわけなんですが、それは市

民との交流が少しずつ出てまいりましたんで、

これもねらいは同じです。その後にやはり物流

なんかがいろいろ経済的なメリットもあればい

いだろうなと。大田区については逆に経済的な

交流から入っておりますが、行く行くは江口委

員の考えと近いなというふうに思っております。 
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○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 これからＴＰＰなんていう問題も国内外の問

題としてこれからますます大きくクローズアッ

プされてくるでありましょうが、日本では、例

えば中国でありますと互恵関係という言葉を近

年よく使いますが、私は国内でも各都市と都市、

地域と地域が互恵関係であるべきだと思ってい

ます。今このたびの震災で多賀城市と長井市が

互恵関係といってもいいのでありましょう。支

え合っていこう、助け合っていこうという形を

具体的な形で示していただきましたので、ふだ

んからやっぱり互恵関係をきちっと結べる関係

性を姉妹都市以上に市民交流だけにとどまらず、

行政、そして経済の分野においても、あるいは

食料の分野においてもきちんとそういう提携ま

で結べるようなこれからの構想が私は必要だと

思っておりますが、その辺については、もしお

考え、ご感想もあればお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 都市との交流ということも重要

なんですが、実はもう一つ、長井出身の方でや

はり長井に対して非常に関心を持っていただい

て、何か自分も長井のためにお手伝いを、ある

いは尽くしてあげたいという方が結構いらっし

ゃいます。 

 しかし、長井は財政も厳しかったということ

もあったんでしょうけども、真っ先に旅費とか

そういったいわゆる余計なことはできない状況

がずっと続いてきたもんですから、残念ながら

唯一関東致芳会というのが、本当に致芳地区出

身の方がみんなで関東周辺の人たちがいろいろ

協力し合って、支え合いながら頑張ってこられ

たんですが、同時にやっぱり致芳地区、長井に

対しても何か貢献してこうといういろんな取り

組みをしていただいてます。 

 長井としてはそういったもの、そういった

方々にもちろん長井出身ですから、交流はさせ

ていただくんですが、その人たちからの紹介で

もっと輪を広げたいと。そしてそういう人たち

と深くつながりのある町とか市とか、そういっ

たところとの交流が深まって、いわゆる連携、

互恵関係ができればいいなというふうに思って

おりまして、姉妹都市とか、伊佐沢の場合は金

武町とかありますけども、それもそもそもはや

っぱり住民同士の交流ですよね。そういったと

ころをこれからはもっともっと力を入れていか

なきゃいけない。ことしはふるさと大使みたい

な形でぜひスタートしていきたいと思ってます。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 その辺はよろしくお願い

したいと思います。財政も少し上向きかげんだ

ということもお聞きしてますし、知り得ており

ますので、やっぱり人の交流というところが長

井の将来には非常に欠かすことのできない要点

だと思っております。 

 さまざまな方々が長井に目を向けていらっし

ゃることは、今の市長のご答弁でもわかりまし

たけれども、例えば長井がこれまで取り組んで

きました循環型社会という取り組みに対して、

例えば日本のメディアの中のオーソリティーと

までは言えないかもしれませんが、著名な方々、

高野孟さんでありますとか、歌手の加藤登紀子

さんでありますとか、最近では辛淑玉さんが、

韓国の方ですけども、韓国から日本籍でありま

すけども、あとは内橋克人さん、経済評論家の

方々も、本当に多くの注目を長井に向けていた

だいて、長井のこれからというものを案じてく

ださってるという方がたくさんいらっしゃいま

すので、その方々とも交流をつけながら、ぜひ

日本に冠たる長井にしていきたいなと思ってお

りますが、そういった外からの評価が多い中で、

今回の３・11の震災後、長井の意味というのが

また大きく今までと違った意味で外から評価が

くだったということがございます。 
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 それは、国道13号線が非常に混雑をしまして、

新潟－仙台を結ぶルートの中で287号、348号、

ここのルート、113号ということも当然真っす

ぐ宮城まで抜けることはできるんでありますが、

この287号、348号ということが非常に大きくク

ローズアップされたと聞いております。 

 このルートというのは13号線を補完するルー

トでもあるんですね、北に向かう進路にします

と。そうしますと、ある意味でここは、長井と

いうところは県内の物流の拠点にもなってくる。

つまり太平洋側と日本海側を結ぶ大きなターミ

ナルにもなり得るところだということは、そう

いった評価が上がってきてるんです。今回プラ

ザの新しく造成といいましょうか、運動公園に

つきましても、防災基地としての役割も一部果

たすのだということの答弁も以前からるるござ

いましたけども、将来、防災基地であれば山形

県全体に網羅できるような物流の拠点、つまり

震災が起きる、何か災害が起きたときに日本海、

太平洋をつなぐ長井を拠点にしながら、国道13

号線を補完する意味での287号、348号、この路

線を使える長井というところをもっともっとア

ピールしていけばいいだろうと。そしていずれ

は本当にここに大きな物流の拠点をつくるなん

ていうことも、私も夢でもないし、ある意味で

国策上からいっても必要なことだと私は思って

いるんですが、その辺、夢のような話というふ

うにお笑いかもしれませんが、市長の希望もあ

わせてもしおありでしたらばお聞かせください。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口委員ご指摘のとおりで、以

前から東北、太平洋側で唯一の100万都市であ

る仙台と日本海側の100万都市新潟を結ぶ中間

点に長井は位置するということから、そこの物

流の拠点ということがいろいろ言われておりま

した。また、最近では、これは最近といっても

３年、５年前の話なんですが、例えばコンビニ

エンスストアのおにぎりとかなんかはやっぱり

大消費地の仙台と新潟の中間あたりでつくるの

がいいと。だからこの置賜がいいんだというよ

うな話とかなんかもいろいろございました。 

 客観的に山形県内で、山形県という中で見ま

すと、実は地元の県議会議員、あるいは置賜の

県議会議員の先生方からいろいろお伺いします

と、置賜の中の特にいわゆる南北線じゃなくて、

東西線の横の線ですね。113号線と112号線と47

号線。113号線はもう二ランクぐらい下だと。

やはり山形県から見れば112号線、山形自動車

道、それと47号線だと。しかし、今回の大震災

で113号線のランクが同じまで２段階ぐらい上

がったというふうな話を先生方はおっしゃって

ますんで、そういう意味ではチャンスだろうと

思っております。 

 山形空港の重要性とか、あるいは酒田港の整

備とか、県でもそういったことを、知事も先頭

に立って新しい太平洋側一辺倒じゃなくて、均

衡ある東北の発展も含めて、山形県側の日本海

側でそういった機能を持たせると、補完すると

いうことを表明されております。 

 ５月にありました山形県の知事と市町村長会

議というのがございまして、その中でもたくさ

ん出ましたので、私の方からも申し上げました。

ぜひ置賜の方、山形県全体をもう少し知事、頑

張って国のいろんな施設を持ってきたりとか、

あと復興庁も決まったわけですが、もし東北に

立地するんだったら仙台だけではなくて、山形

あたりにぜひ考えるべきだとかいう話をしまし

たんで、その中で、これはタイミングだと思い

ますけども、ぜひ長井、地震にも強いわけです

から。白鷹と飯豊が地震弱くて、長井だけが強

いってなかなか言えないわけですけども、ただ

震度計ではやはり概して１以上低いということ

が、今回の余震が続く中でわかりましたので、

それらもどこかの時点でアピールしながら、や

はり長井の占めてる優位性的なところもどこか

で訴えなきゃいけないというふうに思ってます
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ので、ぜひ江口委員、また議会の皆様からもお

力添えいただければと思います。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 長井は地震に強いという

か、鈍感だというか、行政も議会も鈍感でなく

て敏感にならなければむしろいけないわけです

が、やっぱり今のような構想においても、やっ

ぱり政治力であったりするわけです。その政治

力を支援していくのはやっぱりいろんな方々と

の縁だったりもするわけですので、先ほど申し

上げたような、私がちょっと長井を高く評価し

てくださってる方々のお名前も少し申し上げま

したけども、そういった方々との縁続き、やっ

ぱり大事だなと思います。 

 ちょっとエネルギーの問題に少し移らせてい

ただきますが、２番目にエネルギーの地域自給

という問題であります。 

 先ほど市長の答弁の中で市町村合併、これ平

成の合併の中で１市３町、あるいは置賜の合併

ということがかなわなかったということがござ

いましたけども、これからの市町村どういうふ

うにまとまっていくかということを考えますと、

私は財政的な弱みをそれぞれ補完し合う関係で

はなくて、人口の弱みを補完し合う関係じゃな

くし、エネルギーの地域自給ということの観点

からどう地域がつながっていくか、まとまって

いくかということは、絶対的に必要な時代だと

思っております。 

 そんな意味でちょっとお聞きするんでありま

すが、まず、市民の方々が一番最近ホットな話

題、ホットでしょうか、わかりませんが、長井

ダムの竣工がございました。これはもう数十年

の悲願ということでありましょうが、あそこの

ダムはかんがいとあと洪水調整であるとか、あ

と発電、野川の第一、第二の発電所に水を落と

すという役割だと思いますけども、発電に関し

まして、長井の市民の方々がほとんど実感を持

たれてないのです。 

 全国どこのダムもそのダムを抱えている市町

村で発電の効果を自分の肌で感じていらっしゃ

る方ってないと思うんですが、私は本当は発電

効果が地元に本当にあらわれてくれば、地域の

方々はダムを大事にしますし、ダムを取り巻く

森林も大事にするでありましょう。ですから、

公共事業もそうですが、身近に感じられる施策

ということが、これはとても大事でありまして、

そう考えますと今申し上げた長井ダムによって

得られる電力がどこに行ってるのかということ、

市長、おかわりになりますか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 新野川第一ダム、第二ダムにつ

いては、山形県の企業局で運営してるわけです

けども、これはすべて東北電力の方に売電して

るはずです。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 どこからかどこかに行ってまたこっち側に真

っすぐ戻ってくるのかわかりませんが、今回の

震災でも地元のエネルギーというのをどこから

調達するかということに関しましては、やっぱ

り大きな問題となりました。今ダムの例は、ダ

ムのことは一例として申し上げたんであります

が、これから先ほど申し上げたエネルギーの地

域自給ということを考えますと、長井は本当に

水が豊かだというところを皆さん胸を張ってお

っしゃる。市民の多くの方々もそれに気づきつ

つある。 

 そのときに今後、小水力発電ということ、こ

れ以前から言われておりますが、そこにも本格

的に私は取り組んでいくべきだろうと思ってい

るんですが、もしその辺のお考え、ご所見があ

ればお伺いしたいと思います。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口委員がおっしゃいますよう

に、長井で自然エネルギーを活用するとしたら、

小水力発電が一番ふさわしいというふうに思っ
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ておりまして、現在、企画調整課の中でもいろ

いろ調査をしてるところです。かつてと違って

落差がほとんどなくても電力発電、小水力発電

ができるシステムができてるそうでありますの

で、例えば１基どのぐらいの発電できて、どの

ぐらいの設備が必要なのかとか、あるいは国内

で小水力発電をたくさん導入してるとこはどこ

だとか、そういったところを今調べながら、長

井の可能性について検討しているところです。 

 なお、これはちょっといろんな法的な部分が

あるんですけれども、長井ダムについては私ど

もの方で飲料水の権利を持っております。これ

は約８億円をかけて取得いたしました。ただ、

うち４億円が国からの補助金なんですが、これ

が今、私ども地下水でやっておりますので、全

く使う必要がないんですね。ですから、これの

１日１万トンだそうですけども、１万トンの水

を利用してそれを発電として認めてもらえるよ

うな方向がこれからくるんじゃないかなと。で

すから、せっかく１万トンの権利を持ってるわ

けですから、小水力発電はもちろんですけども、

何らかの形でその水を生かす方法を検討したい

と。 

 長井は雪が多いんで太陽光発電は残念ながら

南、西の方にはかなわないでしょうし、風もや

っぱり密集してますから、なかなか難しいと思

っておりますので、やっぱり小水力発電が一番

ふさわしいと、そのように考えてます。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。

ちょっと希望が個人的にはわいてきましたけど

も。 

 エネルギーの自給の原則というのがあるそう

でありまして、これをＬ・Ｓ・Ｐというんだそ

うですね。Ｌというのは頭文字ですが、ローカ

ル、地域に則している、根差しているというこ

とでありましょう。Ｓはスモール、あるいはシ

ンプル、これ小規模であって、簡単であるとい

うことがまず重要だそうであります。それから

もう一つ、Ｐはポピュラーです。これ汎用性が

高いということでありまして、これは要約しま

すと、地元で簡単に補修、メンテナンスができ

る、あるいはそのシステムの製造もできてしま

うというようなことが地域自給率を高める上で

は大事だということが言われているんだそうで

あります。 

 やっぱり先ほど来レインボーの話ばっかりし

て恐縮でありますが、レインボーのコンポスト

センターにおきましても、荏原がつくっていた

だいたのでありますが、あれの更新が非常にま

た今後難しい問題になるでありましょう。今、

置賜産業会の方々は自分たちでも何とかできる

ことあればするよというふうなこともおっしゃ

ってくださっています。これからの、先ほど市

長が答弁していただいた小水力発電のシステム

にしましても、ぜひ地域の技術力というのを使

って、これから開発までいければいいなと思っ

ております。 

 そうやって地域の方々が地元のエネルギーも

含めて公共的な事業に直接かかわっていきなが

ら、自分たちの暮らしにそれが実感として返っ

てくるという、そういうことを考えますと、一

ついい例を申し上げますが、栃木県の茂木町と

いうのがありますが、これはもう長井市に倣い

ながら循環型社会を目指してバイオマス発電も

含めて生ごみ堆肥化をしてるところであります

が、お年寄りたちに山から枯れ葉を、落ち葉を

集めてきてもらって、10キロぐらいの袋なんで

ありましょうか、400円で町が買い取って、そ

れも一緒に堆肥化してるということなんであり

ます。非常にお年寄りが元気になりまして、山

もきれいになりまして、お年寄りたちが、お年

寄りが住まいされてる家庭の家族みんなが自分

たちがどう町にかかわって、しかもそれが外部

性として自分たちにもきちんとお金として返っ

てきてるという仕組みがあるんだそうですね。
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非常に生き生きとしてるということの例を聞き

ました。 

 長井でこれからどうするかということもあり

ますけども、これからのバイオマスを考えたと

きにもやはりいろんな資源を長井のコンポスト

センターには投入することも、これは考えなけ

ればいけないんでありましょうし、地域の方が

きちっと実感を持ってかかわられる仕組みづく

りも必要なんだと思っております。 

 私はレインボープランにかかわって、生ごみ

がもとになっていないとそのシステムが稼働し

ないというのはおかしいと。生ごみはやはり極

力少なくして、暮らしをこれから立てていくべ

きなのに、生ごみがなければ稼働しないという

のは、これは破綻をするよと。また、破綻して

もいいと。私は危険思想かもしれませんが、そ

んなことを以前発言をしたことがございました。

そういった意味では有機資源をいかに確保して

いくかということは、これから大事なことであ

りますが、落ち葉であるとか、土手、堤防で草

刈りをした後の草でありますとか、いろんなも

のがありますので、私が申し上げたいのは、そ

ういったものを住民の方が本当に身近に感じら

れるものを、自分たちのちょっとした汗で町の

公共財として利活用できるという実感をぜひ味

わえるような行政施策をこれから求めていきた

いなと思っておりますので、住民の方々が実感

できる喜び、貢献というものがやがては長井の

本当に住みやすい、日本一幸せに暮らせる町に

近づいていく一つの道かなと思っておりますの

で、るる申し上げましたけども、市長にその辺

ご感想もお聞きしながら、質問を終わりたいと

思いますが、どうぞ。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口委員からありました茂木町、

栃木の。バイオマスタウン、すばらしいと思い

ます。この近くですと隣の飯豊町とかあるいは

川西町とか積極的にそれを取り組んでるわけで

すが、長井の場合はどういうふうにしたらいい

のか、残念ながらちょっと私としては構想力が

足りないのかというふうに思っておりますので、

ぜひ江口委員なりあるいは議会の皆様、またレ

インボーの皆さんからもいろいろご提案いただ

ければなというふうに思っているところです。 

 何としてもバイオマス資源の活用を推進しな

きゃいけないというふうに思っております。県

の方からも、長井市としてもバイオマスの活用

の計画をつくってほしいと。大体の市でつくっ

てるぞということなんですが、どうも、例えば

レインボーのプラントはあるわけですけども、

あとは山林の資源とか、そういったところどう

生かすかというところが、エコファーム長井も

ありますけれども、やはり１回そういった検討

委員会までいかなくとも、懇談会みたいなもの

を設けまして、少しいろいろ意見交換しながら、

あるいは先進地を見に行ったりして、長井に合

ったバイオマスの活用の方法、やっぱりある程

度時間がかかってもしようがないと思います。

やっぱりじっくりとこれは検討していく必要が

あるなというふうに思っておりますんで、何と

ぞご指導いただければと思います。 

○佐々木謙二委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 余り時間もかけないでや

ってほしいんでありますが、先ほど申し上げま

したバイオマス・ニッポン総合戦略推進会議の

中で、それから生まれたのでありますが、バイ

オマスタウンという公募事業がございました。

その中で最初に公募で１回目で承認されたとい

いましょうか、認めていただいたのが福岡県の

大木町というところがございます。ここは長井

のレインボープランに何度も町長さんも含めて

視察に来られて、長井のレインボープランをま

ねしてというか、モデルにしながら進めてこら

れたところだそうでございます。生ごみの回収

は長井と同じ方式をとっています。同じような

バケツを使って、70リットルほど入るバケツを
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使ってやっておられます。 

 長井がこのバイオマスに関しては本当に全国

でも先駆的なところだということの評価は、先

ほど来申し上げましたが、高いのでありまして、

ぜひ時間をかけてと言わずに、それこそバイオ

マス長井戦略会議等々など名前もつけてでも立

ち上げていただければと思う、そんな希望も申

し上げながら、質問を終わりたいと思います。 

 まだ、時間若干残っておりますが、後に続く

議員の方々に時間をお譲りして、これで質問を

終わります。ありがとうございました。 

 

 

 小関秀一委員の総括質疑 

 

 

○佐々木謙二委員長 次に、順位４番、議席番号

５番、小関秀一委員。 

○５番 小関秀一委員 今まで特に江口委員には

壮大な総括の質問ありまして、長井の将来とか

さまざまな課題について、特に市長の見解など

をお聞きして、大変参考になったなというふう

に思います。 

 ただ、私、外を見ながら、さらに雨あんまり

降んねえといいなというふうに。きのうからの

雨で現実、こういう建物に入ってると見えない

んですが、きのうは朝から夜半まで、みんな、

特に私の地域に関しては出る人がみんな出はっ

て点検をしたり、水の回しをしたり、特に私の

ところは土地改良事業もしておる関係もあって、

業者の方も一緒になって地区回りをしたという

ふうな１日でありました。もう少し雨が続けば

大変な被害になることを想定しながら、少し床

下まで及ぶような自宅については、平野の安全

推進協議会の方、いわゆる自治防災組織の方と

相談をしながら、避難所の手だてまで実はした

部分もあったわけで、一般質問のさなかに質問

でもさせていただいた、思ってもいないときや

っぱり災害というのは来るんだというふうなこ

とも、きのうも、きょうも心配事の一つとして

味あわされている現実であります。 

 水っていうのはやっぱりないときは汲んでお

き、あるときは凶器になるというふうなことで

ありますので、住民の方々の安全なり、百姓の

立場からいえば農地の保全なりを含めて、いろ

んないわゆる準備をしておかなければなという

ふうに改めて思ったところであります。 

 できれば、時間が許せばですが、市長なり担

当課長さんからきのうの被害など、報告あれば

よいわけですが、まだこういう雨のさなかであ

りますし、総括の質問には上げておりませんの

で、後日報告いただきたいもんだなというふう

にお願いを申し上げまして、総括の質問をさせ

ていただきます。提示をさせていただきました

質問に沿って始めます。 

 ３月議会の条例改正で既に長井市の体育施設

条例については指定管理者の部分とパークゴル

フ場の利用料金について設定をされ、またさら

には、予算処置の中では債務負担行為について

の決議をもう既になさってるということであり

ましたので、そこを戻すなということはないわ

けで、それに沿って今般の特に議案の54号 指

定管理者制度の指定についての議案が提示され

たものというふうに理解をしております。 

 指定管理者制度については、るる振り返って

申すまでもなく、賛否についてはいろいろあっ

かと思います。市民へのサービスがもっと向上

するように民間の力を入れていくのだとか、さ

まざまいい点と、今までにじゃあ、市役所職員

なり直営でしてきてなして効率的でねかったん

だかというふうな、両面を考えた問題点あるわ

けで、その論議をしてくと時間もこの場ではあ

りませんのでおかせていただきますけれども、

当然今回の指定管理者制度を提案されるに当た

って、条例改正を既にされておりますので、こ

このところについてご質問をさせていただきま 


